
食 用 菊（かきのもと）

紹介

栄養成分

　新潟では古くから農家の庭先や畑の片隅で、紫色の食用菊「かきのもと」が栽培されてきまし

た。昭和 45 年頃になると、水田の転作作物として栽培されるようになり、より花が大きく色鮮や

かな紫色へと品種改良されました。新潟県全体の生産量のうち、約 8割が白根地区（現 新潟市）で

栽培されています。

　かきのもとの名前の由来は、「生け垣の根本に植えたから」、「柿の木の根本に植えたから」など、

諸説ありますが、現在は、「柿の実が色づいてくるころ赤くなるから」というのが一般的になって

います。このことから、かきのもとの旬は 10 月ということになりますが、抑制栽培、促成栽培と作

型を変えることにより、長期間の出荷が可能となっています。

　食用菊は水分〈91.5 %〉、たんぱく質〈1.4 %〉、脂質〈0 %〉、炭水化物〈6.5 %〉で、炭水化物の〈3.4 %

〉が食物繊維（水溶性〈0.8 %〉、不溶性〈2.6 %〉）である。

　ビタミン類はビタミン A（β-カロテン当量〈67 mg〉）、ビタミン B1〈0.10 mg〉、ビタミン B2〈0.11 

mg〉、葉酸〈73 mg〉、ビタミン E〈4.6 mg〉、ビタミン C〈11 mg〉、ビタミン K〈11 mg〉などが含まれる。

　ミネラル類では、カリウム〈280 mg〉、カルシウム〈22 mg〉、鉄〈0.7 mg〉、マンガン〈0.36 mg〉が含

まれる。

※〈〉内は可食部 100ｇあたりの数値

その他の有用成分

ポリフェノール類（アントシアニン、フラボノイド、クロロゲン酸）、

植物ステロール（ステリグマトステロール、β-シトステロール）、精油成分（テルペン類）



健康への有用効果エビデンス

※参考資料

　食用菊中のポリフェノールの抗酸化活性に関して報告されている（資料 1, 2, 3）。

　植物ステロールは、動物性ステロールのコレステロールと拮抗し、血中コレステロールや LDL

コレステロールの濃度を下げる作用を持つ（資料 4）。

　菊花中のテルペン類には、マウスで抗炎症作用が認められ（資料 5, 6）、 in vitro のヒト細胞

系（資料 7）、マウス（資料 8）で抗腫瘍作用も報告されている。
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ここで示した情報は素材に関する情報であり、個々の商品の安全性や有効性を示す情報ではありません。個々の商品の安全性、有効性は商品の

品質（使用された素材、製造方法など）に大きく依存されます。

商品表示、及び商品説明、POP 等は「健康増進法」「景品表示法」「薬事法」「JAS 法」「食品衛生法」「計量法」の法律及び各種業界団体等の規準に則り

適正な表示に努めることが重要です。
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